
なぜなぜ分析　ＳＤ漏洩

事象 なぜ１ なぜ２ なぜ３ なぜ４ なぜ５ なぜ６ なぜ７ なぜ８ 対策 再発防止策

前提条件

安全作業ﾏﾆｭｱﾙが
現場に

２セットあった。

V‐10が
「開」だった。

受入開始時に

V‐10を閉めなかっ

た。

（作業者）

V‐8・V‐9が「閉」であ

ればV‐10は「開」で

問題なしとしてい
た。

V‐8・V‐9を閉め忘れ

た。（作業指揮者）

受入開始時、

V‐8・V‐9が
「開」だった。

V‐8・V‐9「閉」を

していない事に気
付かなかった。（指

揮者）

作業工程が複雑で
あった。

V‐10から漏洩する

とは思わなかった。

ﾁｪｯｸ用手順書がな
かった。

作業者（誤操作者
と同行者）が

V‐8・V‐9「開」に

気付かなかった。

デッキ上からはﾎﾟｯ
ﾄ（床）が見えな

かった。

手順が終わったと
思い込んだ。

指揮者が手順書を
手放して、一旦作

業をした。

どこまで作業が終
わったか確認しな

かった。

送液開始からすぐ
には漏洩しなかっ

た。

ﾃﾞｯｷ、ﾛｰﾘｰ上から
漏洩確認しなかっ

た。

研修者に手順書を
渡していた。

SDがﾄﾞﾚﾝﾎﾟｯﾄ

から漏洩

SDが漏洩したこと

に気付かなかっ
た。

受入開始時に、

V‐8・V‐9を閉め

なかった。

（作業指揮者）

研修者に作業を教
えていた。

V‐10「閉」は、

手順書で記載がな
かった。

手順書にﾁｪｯｸをし
なかった。

ﾁｪｯｸ用手順書を現
場に持ってくるのを

忘れた。

作業指揮者と作業
者の分担が明確に
なっていなかった。

受入前にV‐10を閉

じる手順を手順書
に加える。

V‐8・V‐9「開」せずに

済むよう

手順を検討。

手順書が一人禁止
になっていなかっ

た。

指揮者の一人作
業になった。

ﾁｪｯｸ用手順書なし
で出来ると思った。

研修者の対応を作
業者がした。

SD配管接続時両手

作業になるため。

ﾒｲﾝ作業（SDﾎｰｽ接
続）の直後だった。

【水平展開】

開放系ﾊﾞﾙﾌﾞが他に
ないか調査。

手順書の中に目的
（作業の意味）を加

える。

V8,V9はﾎｰｽ接続前

に行うよう手順を検
討。

【水平展開】二人

作業で一人になるﾀ
ｲﾐﾝｸﾞがある作業を

調査する。

ﾊﾞﾙﾌﾞ開閉時はﾀﾞﾌﾞ
ﾙﾁｪｯｸする。

研修者には別の教
育者をつける。

送液中はﾄﾞﾚﾝﾎﾟｯﾄ
も、監視する。

水平
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手順書にﾁｪｯｸﾎﾞｯｸ
ｽ欄を設け、作業の
都度、手順書を確
認の上、チェックを
記入することとし

た。

手順書で、工程の
区切りを付け、見や

すくする。

水平

手順書で作業指揮
者と作業者の役割
分担を明確にした。

他の人がﾘｽﾄ

（ｺﾋﾟｰ）なしで

出来ていたから。

●

ﾁｪｯｸ用手順書を持
たないでの作業は、
指揮者になって初

めて。

手順書が見づら
かった。

圧抜きが必要だっ
た。

ﾃﾞｯｷ上での監視を
優先し、床上のV10
閉は手順に入れな

かった。


